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老 年 ・ 高 血 圧 内 科

１．スタッフ 

科長（兼）教授 樂木 宏実 

その他、教授 3 名、准教授 2名、講師 2名、助教 7名、

医員 13 名、病棟事務補佐員 1名 

（兼任を含む。また、教授、准教授、助教は特任、寄

附講座を含む。） 

２．診療内容 

(1) 診療内容の概要 

高齢者の生活習慣病（糖尿病など）や循環器疾患（末

梢動脈疾患含む）、老年症候群（転倒・眩暈・ふらつき・

認知症）、睡眠呼吸障害及び高血圧の診療を主に担当し

ている。 

(2) 診療上の特徴、特色 

当科での診療上、特に力を入れているのは、 

1) ３泊４日の“もの忘れパス” 

（認知症パス、２〜３名／週） 

2) 高齢者総合機能評価による高齢者外科手術前評

価 

3) 高血圧教育入院（1週間パス） 

4) 難治性高血圧、二次性高血圧の診断・治療 

5) 末梢動脈疾患とその症状に対する加療 

6）総合診療科からの入院精査・加療 

であるが、臓器にとらわれない全人医療がモットーで

ある。高齢入院患者には全例、高齢者総合機能（CGA）、

筋量・筋力・バランス機能測定を施行し、QOL や ADL、

また入院した時点から退院後の支援体制を考慮に入れ

た診療を実施している。 

３．診療体制 

(1) 外来診察スケジュール 

外来診察スケジュールを表 1 に示す。担当医師全員

が老年医療に精通し、さらに高血圧・循環器・糖尿病・

認知症・末梢動脈疾患などのサブスペシャリティを有

している。また“難治性高血圧専門外来”や認知症を

扱う“もの忘れ外来”に加え、“睡眠時無呼吸外来”“高

齢者糖尿病外来” “ふらつき外来”も行っている。 

(2) 病棟体制 

病棟の週間スケジュールを表 2に示す。病床数は 16

床（東 8階病棟）と共通病床 5床（東 3 階病棟）、初期

臨床研修医 1～3 名、シニアライター（主治医）5 名、

ライター長 3 名の指導体制を実施。さらに本院におい

て、①末梢血管カンファレンス（心臓血管外科、放射

線科と共同で実施）：0～1名、②高齢者外科手術前 CGA

評価：4～5名/週の体制で実施。頸部・心臓・腹部・腎

及び下肢エコーについては、検査日以外もポータブル

超音波を用いて 24 時間対応を実施している。 

老年症候群（転倒・ふらつき）に対する取り組みと

して、65 歳以上全員に筋量、筋力、バランス機能検査

を施行、毎週火曜日午前に「転倒予防講座」を実施、

また一部に下腿筋エコー検査を実施。 

(3) 外来検査スケジュール 

動脈硬化検査（PWV：pulse wave velocity、内皮機

能）、腎血流ドプラ・心臓エコー検査などを外来でも実

施し、老年病診療や高血圧診療に応用している。 

表 1 外来診察スケジュール（内科西外来） 

 午前 午後 

月 高血圧・老年病 
高血圧・老年病・もの忘れ

認知症 

火 
高血圧・老年病・ 

末梢動脈疾患 

高血圧・老年病・睡眠時無呼

吸・もの忘れ・認知症 

水 高血圧・老年病 
高血圧(含難治性)・老年病・

睡眠時無呼吸

木 
高血圧・老年病（ふらつき）

高齢者糖尿病 

高血圧・老年病・末梢動脈

疾患・睡眠時無呼吸・もの

忘れ・認知症

金 高血圧・老年病  高齢者糖尿病 

表 2 病棟スケジュール 

月 

9 時〜 頚動脈エコー 

13 時 30 分～ 症例検討会・科長回診 

15 時～ 医局会・レクチャー・研究発表 

火 

9 時～ 頸動脈エコー・腹部エコー 

10 時 30 分〜 転倒予防講座 

14 時～ 遺伝子治療グループ回診 

水 

9 時～ 腎血流エコー 

14 時 00 分～ 認知症グループ回診 

      老年代謝・糖尿病グループ回診 

木 
13 時～ 心エコー 

14 時〜 高血圧/総合診療科回診 

金 
10 時～ エルゴメーター・運動負荷・24 時間血圧測定

14 時～ 高血圧教室 

４．診療実績 

(1) 治療・検査実績 

1）外来 

高齢者総合機能評価: 200 件、動脈硬化検査（PWV）：

20 件、24 時間血圧測定＆ホルター心電図：10 件、

腎血流エコー検査：40 件、筋量・筋力検査：100 件

を実施。 

2）病棟 

高齢者総合機能評価：220 件、心エコー検査：320

件、腎血流エコー検査：150 件、頸部エコー検査：

250 件、下肢血管エコー検査：10 件、24 時間血圧
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測定：100 件、簡易睡眠検査：82 件、睡眠時無呼吸

検査：48 件、筋量・筋力検査：100 件を実施。 

(2) 外来診療実績 

外来平均患者数とその内訳を表 3に示す。 

(3) 入院診療実績 

主要疾患入院患者数を表 4 に示す。 

(4) 入院診療における教育実績 

症例検討数：35 件、剖検数：1件（剖検率 50％） 

学会症例報告：6例 

表 3 主要疾患外来患者内訳（1,400 症例／月） 

主要疾患名 
割合 

(小数点以下

切り上げ)

高血圧（含 二次性高血圧） 

認知症 

糖尿病 

呼吸器疾患（含 睡眠呼吸障害） 

自己免疫性疾患(PMR、SLE など) 

脳血管障害 

内分泌疾患（副腎、甲状腺、副甲状腺疾患など）

末梢動脈疾患 

慢性腎臓病 

不明熱 

その他の疾患 

30％ 

28％ 

15％ 

6％ 

5％ 

4％ 

3％ 

3％ 

3％ 

3％ 

6％ 

表 4 主要疾患入院患者数（370 症例／年） 

臓器別

以外の

老年病 

老年症候群（異常体重減少、ふらつき、転倒、 

不明熱、全身倦怠感など） 
50 

アルツハイマー型認知症 

脳血管型認知症 

レビー小体型・その他の認知症 

95 

15 

20 

うつ病など 10 

循環器 

高血圧症 41 

うち二次性高血圧(疑含む)原発性アルドステロン症、 

褐色細胞種、腎血管性高血圧

低血圧症、失神精査 14 

心疾患（心不全・虚血性心疾患・弁膜症・ 

心筋症・不整脈） 
18 

閉塞性動脈硬化症・バージャー病 2 

うち intervention・手術症例 1 

内分泌 

・ 

代謝 

・ 

腎 

脳血管障害（脳梗塞・脳出血など） 5 

糖尿病 40 

副腎腫瘍 11 

甲状腺・副甲状腺疾患など 2 

腎機能障害・腎不全・ネフローゼなど 10 

呼吸器 肺炎（誤嚥性肺炎を含む）・間質性肺炎・COPD など 1 

消化器 胃潰瘍・慢性肝炎・自己免疫性肝炎など 5 

その他 
悪性腫瘍（消化器・呼吸器・血液など）、 

筋萎縮性側索硬化症 
15 

※包括評価に相当する入院主病名で分類したが、高齢

者の場合は複合疾患による入院が多い。 

５．その他 

(1) 先進医療状況 

1）慢性動脈閉塞症（閉塞性動脈硬化症及びビュルガー

病）の患者を対象に、それに伴う安静時疼痛及び潰瘍

の改善を目的とし、HGF 遺伝子による血管新生遺伝子

治療を、先進医療 Bとして継続中。 

2）糖尿病性潰瘍、下腿潰瘍のいずれかの疾患を持つ皮

膚潰瘍患者を対象とした新規抗菌性ペプチド SR-0379

液の安全性、有効性及び薬物動態の初期評価試験（フ

ェーズ I/IIa）（治験識別番号:SR-0379-02）を実施中。 

(2) 倫理審査委員会申請中の臨床研究 

ヒトゲノム研究：「電子血圧計を用いた客観的な高血

圧治療に関する多施設前向き無作為研究(HOMED-BP)に

おける遺伝子解析」（承認番号：578）、「高血圧及び関連

合併症における疾患感受性遺伝子の解析」（承認番号：

503）、「関西健康長寿研究」（承認番号：266）、原発性ア

ルドステロン症遺伝素因の解明（承認番号：295） 

自主臨床研究：高 LDL コレステロール血症を有する

ハイリスク高齢者（75 歳以上）に対するエゼチミブの脳

心血管イベント発症抑制効果に関する多施設共同無作

為化比較試験（EWTOPIA75）（承認番号：9100）、サルコペ

ニアを伴う高齢高血圧患者へのアジルサルタン投与の

運動機能に対する影響の検討（承認番号：13083-2）、高

齢者の認知機能と生活機能に与える因子の追跡調査（承

認番号：13320）、高齢者の薬物治療の安全性に関する研

究（承認番号：13373）、高齢癌術後増悪因子であるフレ

イルへの術前介入の有用性の検討（ランダム化比較試験）

（承認番号：16124）、フレイル高齢者の全国的な情報登

録・連携システムに関する研究（承認番号 16300）、慢性

心不全合併糖尿病患者における心機能に及ぼすイプラ

グリフロジン L-プロリンの影響に関する無作為化群間

比較試験（EXCEED）（承認番号 16399）、認知・ADL-7 の

妥当性検証（承認番号 16430）、高齢糖尿病患者に対す

る食後高血糖改善がフレイル・サルコペニアの進展に

及ぼす影響の多面的検討（承認番号 17250） 

(3) 学会による施設認定状況 

日本内科学会認定医制度、日本老年医学会認定老年病専

門医制度、日本高血圧学会認定高血圧専門医制度、日本

循環器学会認定循環器専門医制度認定施設、日本糖尿病

学会認定教育施設・日本感染症学会認定研修施設 

(4) 専門医・認定医数、指導医数 

総合内科専門医 9 名 

内科認定医 25 名（うち指導医 12 名） 

老年病専門医 13 名（うち指導医 7 名） 

高血圧専門医 10 名（うち指導医 7 名） 

循環器専門医 6 名 麻酔科標榜医     1 名 

認知症専門医 3 名 プライマリケア認定医 9 名 

糖尿病専門医 3 名 抗加齢医学専門医     1 名 

内分泌専門医 1 名 認定産業医           6 名 

腎臓専門医 2 名 旅行医学認定医       1 名 

感染症学会専門医 1 名 国際旅行医学会認定医 1 名 
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